
●丹原地域小・中学生作品展
　丹原地域の小・中学生による絵と工作を展示します。
期間　12月18日㈫～１月11日㈮
●佐伯勇先生顕彰展
　丹原町出身で青少年育成に尽力された実業家・佐伯勇氏
の遺徳を称え、愛用の品や貴重な写真を展示しています。
期間　～12月12日㈬まで

【開館時間】８時30分～17時　
【12月休館日】月曜日、23日㈰、28日㈮～30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

●市民愛蔵品展
　市民の方が所有している美術品を展示します。
期間　12月２日㈰～15日㈯
●和紙教室作品展
　俳画、ちぎり絵、人形、染紙など和紙教室受講生の作
品を展示します。
期間　12月20日㈭～２月11日㈪

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【12月休館日】月曜日（24日開館）、25日㈫、26日㈬、29日㈯、30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

●特別展示「刀匠今井貞重～日本刀鍛錬所とその作品～」
　「鉄心入道平貞重」こと今井貞重は、親子二代で刀鍛
冶として活躍。二代目貞重は、西条市指定の無形文化財
保持者でした。その鍛錬所は今年１月に解体されて地元
集会所に建て替わりました。今回は、「日本刀鍛錬所」
当時の写真や使われた道具、貞重の作刀を紹介します。
期間　12月９日㈰～２月11日㈪　

【開館時間】９時～17時30分　　
【12月休館日】水曜日、25日㈫、29日㈯～31日㈪
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

●干支の郷土玩具展
　来年の干支「巳」にちなんだ、伝統
的郷土玩具を展示します。
期間　12月18日㈫～１月29日㈫
●現代の暮らしの手仕事展と販売会
　「手仕事フォーラム」代表の久野恵一氏による、日本
の手仕事作品展の展示と販売会を行います。
期間　12月12日㈬～１月15日㈫
●現代作家の陶芸作品展　　期間　～12月15日㈯まで

【開館時間】９時～16時30分
【12月休館日】月曜日（24日開館）、25日㈫、26日㈬、28日㈮～30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

●市内小・中学生無料開放日
日時　12月１日㈯・８日㈯　10時～12時
●無料平泳ぎ教室
日時　12月22日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
登録料　市民：無料　市外の方：1000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円
【開館時間】 10時～21時　
【12月休館日】月曜日（24日開館）、25日㈫、29日㈯、30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～４日㈮

●特別展示　籐細工作品展
　ユニークな作品ばかり展示します。
期間　12月８日㈯～24日㈪

【開館時間】９時～17時
【12月休館日】月曜日、25日㈫、26日㈬、29日㈯、30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭　　　　　　　　　

【開館時間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【12月と年始の休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日

●ＨＩＲＯＫＡＷＡ　ＭＩＫＡ　作品展
　殺処分される命をテーマとした作品や、「ＬＯＶＥ」
と「想い」を伝える作品など、日々の暮らしの中で心が
動いた対象を、日記のように描いています。
期間　12月１日㈯～12月31日㈪　　
●「まぼろしの天狗黒茶」試飲会
　小松町で栽培され、独特の香りと酸味
が特徴の天狗黒茶。うちぬきの水を使っ
た、温かいお茶をどうぞ。
日時　12月26日㈬・27日㈭
　　　13時～15時
場所　石鎚山ハイウェイオアシス館
●カフェレスト「シャラ」12月限定メニュー
　12月の日曜日、お刺身をメインとした「つばき定食」
を１日20食限定で提供します。
　広報11月号で紹介した「小松菜入り
豆乳厚焼き玉子」を、椿油で調理した
一品もついてくるので、ぜひ味わって
みてください。
●石鎚写真美術館「冬の訪れ」
　オアシス館では、高橋毅氏による石鎚山の写真を常設
展示していますが、このたび冬の作品に入れ替えました。
　高橋氏は「厳冬期の石鎚山は、人を容易に寄せつけな
い姿をしている。遭難事故に気を付けてください」とお
っしゃっています。
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